
 
 

◆ビジター紹介 

  RI第 2730地区 社会奉仕委員長  

勢井由美子さん（宮崎アカデミーRC） 
 

◆ビジター紹介 

 〔かのや東 RC〕 大石万希生さん、矢野常広さん 

     森 健一さん、駆川 恒さん 

◆会務報告 

1． ガバナー公式訪問要綱及び日程表について 

2． ジェニファー・ジョーンズ 2026-27年度 TRF

管理委員長ご来日「ロータリー財団フォーラ

ム」・「管理委員長ご夫妻歓迎会」のご案内 

開催日：2026 年 8月 21日(金) 

会場：ニッショーホール（フォーラム） 

会場：ホテルオークラ東京（歓迎会） 

3． 第 1回グローカル教育推進事業準備委員会 

会議録等の送付について 

4． エアーメモリアル in かのや 2026第 2 回実行

委員会の協議結果について（お知らせ） 

5． 「広報・公共イメージ部門 全クラブ委員長

会議・新会員ラーニングセミナー」のご案内 

 日時：2026年 7月 4日(土)10時～16時 

 会場：ホテル中山荘 

6． RI 第 2730 地区鹿児島県ｸﾞﾙｰﾌﾟ RYLA 報告書 

7． 週報 ……… 鹿屋 RC・串良 RC・きもつき RC 

南九州大崎 RC 

8． 6 月例会変更のお知らせ 

〔かのや東 RC〕11 日(木)花いっぱい運動実施 

   12：30～ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙで例会・食事後移動 

 花苗植付(かのや乳児院・上小原認定こども園 ) 

     

     会長 久木田 弘さん 

皆さま、こんにちは 

本日は、高須海岸の清掃活動

にご参加いただき、誠にありが

とうございます。 

私はこの清掃活動を主催致しま

す鹿屋西ロータリークラブの会長を務めておりま

す 久木田弘 と申します。 

本日は、鹿屋西ロータリークラブのメンバーに加

えて、地元高須町内会の皆さん、鹿屋中央高校、鹿

屋工業高校のインターアクトクラブの皆さん、そし

て多くの高校生の皆さんにお集まりいただき、心よ

り感謝申し上げます。 

この高須海岸は、遠浅で美しい砂浜と豊かな自然

に恵まれた、私たち鹿屋の大切な財産です。 

これから夏になりますと、多くの家族連れや観光客

の皆様で賑わい、子どもたちの笑顔があふれる場所

でもあります。 

また、この海岸には毎年ウミガメが産卵に訪れる

ことでも知られております。静かな夜に命をつなぐ

ためにやって来るウミガメたちにとっても、この美

しい海岸環境を守ることは非常に大切なことです。 

本日の活動は、一見すると小さな清掃活動かもし

れません。しかし、一人ひとりの小さな行動の積み

重ねが、美しい海を守り、地域を守り、未来の子ど

もたちへ自然を残していく大きな力になると思っ

ております。そして、このように世代を超えて地域

の皆様が力を合わせ、同じ目的のために汗を流すこ

と自体にも、大きな意義があると感じております。 

どうか本日は、無理をせず、熱中症やケガなどに

も十分注意しながら、安全第一で作業をお願いいた
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します。特に足元や漂着物などには十分気を付けて

いただき、お互いに声を掛け合いながら活動してい

ただければと思います。 

本日の海岸清掃が、地域の環境保全への意識をさ

らに高める有意義な時間となりますことを願いま

して、開会の挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします 

 

鹿屋中央高校 IA 部長 井上 慧さん 

鹿屋中央高校インターアクトク

ラブ部長の井上慧です。本日はこ

のような場を設けていただきあり

がとうございます。 

私たち鹿屋中央高校インターアクトクラブは昨年

も参加させていただき、地域貢献の大切さを実感

いたしました。鹿屋中央高校からは、インターア

クトクラブをはじめとして 70 人以上が参加させ

ていただきます。今回の海岸清掃活動を通して、

環境保全活動について改めて考える機会とし、こ

れからの未来に繋げていけたらと思っておりま

す。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

鹿屋市役所生活環境課 長野様           

おはようございます。 

鹿屋市役所生活環境課の長野と

申します。本日は海岸清掃にお

集まりくださり、ありがとうご

ざいます。ここ数年、この場をお借りしまして、

ウミガメのお話をさせていただいており、今日も

お時間をいただきましたので、簡単ではございま

すが説明させていただきます。 

この錦江湾では、稀に天然のイルカを見る機会

があるかと思いますが、絶滅危惧種になっている

ウミガメは、水族館で見る機会はあってもなかな

か自然の中で見る機会がない貴重な生き物です。 

しかし、この鹿児島県内各地の海岸では、年間

４・５千回、アカウミガメ、アオウミガメの上陸

が確認されており、日本に上陸する全ウミガメの

半数以上ともいわれ、鹿児島県は日本一のウミガ

メの上陸産卵地となっています。 

鹿屋市が合併してから今年 21 年経ちますが、

合併以降、この高須・浜田海岸においても、毎

年、うみがめの上陸が確認されており、21 年間で

159 頭の上陸と 78 回の産卵を確認しています。

9208 個の卵を保護し、4199 個の子ガメをこの錦

江湾に送り出しております。 

昨年は、６回の上陸を確認しましたが、産卵は確

認できませんでした。 

今年は、先週火曜日、5 月 26 日に、高須と浜田の

境界付近の海岸で、１頭のカメによる上陸と産卵

が確認でき、88 個の卵を、そちらの鉄柵で囲って

いる「カメのゆりかご」で保護しています。 

産卵から約 60 日前後で、砂の中の温度が累積

1500～2000 度に達するとふ化します。夕方から

夜にかけて、一斉に子ガメは海へ帰っていきます

が、生存率は 0.1％。 

成体になるのは１千匹に 1 匹と言われています。  

ウミガメの上陸する時期は、毎年 5 月から 7 月

です。夜や明け方に海岸に上陸し、産卵する時

は、ピンポン玉程の大きさの柔らかく白い卵を約

100 個産卵します。鹿屋市では、毎年 5 月～8 月

に保護活動を行っています。 

これまで 24 年間、高須町にお住いの方に監視員

をお願いし、期間中は約 6 キロに及ぶ海岸を毎朝

監視パトロールしていただいておりましたが、ご

負担も大きく、今年からは、高須・浜田町内会に

お願いし、監視していただいております。 

流木やゴミなどの障害物が砂浜にあると、ウミガ

メがそれにあたり、海へ戻ってしまうようです。 

本日の海岸清掃で、ウミガメが少しでも安全に上

陸して産卵できる環境を一緒に作っていただけま

すと幸いです。  

また、最後に一つお知らせをさせてください。 

7 月 26 日、日曜日 6 時から、肝属川クリーン作戦

を開催予定です。環境意識やマナーの向上によ

り、河川沿いのごみもだいぶ少なくなりました

が、今一度、肝属川を見つめなおす機会として、

早朝のウォーキングを兼ねたごみ拾いをする内容

となっております。また、広報等で案内をさせて

いただきますので、こちらの方にも御参加をいた

だけると幸いです。以上となります。 

皆さんのご清聴ありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
週報担当： 梅北 


